
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 69 日本の天気 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県 B） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）「塾技 69  」の図および，「塾技 69  」（4）を利用して考えればよい。 

梅雨の時期は，低温で湿った北のオホーツク海気団と，高温で湿った小笠原気団がほぼつり合い，

両者の境に停滞前線である梅雨前線ができる。 ウ 

 

 

（2）「塾技 66  」（1）（2）より，最も適当な符号はアとわかる。夏の季節風は「夏の季節は海！」と

覚えるとよい。 ア 

 

 

（3）「塾技 70  」②より，台風は上空の偏西風によって東寄りに向きを変える。 

 偏西風 

 

 

（4）ア：夏の気圧配置は南高北低。低気圧は北にあり，前線は南ではなく北に移動する。 
 

イ：台風は，ユーラシア大陸ではなく熱帯地域で低気圧が発達したものである。 
 

ウ：適している。p200の塾技 66用語チェック 3.冬の季節風を参照。 
 

エ：北西の風である冬の季節風は，日本海側には雪を降らせ，山脈を越えるときに水分を失うた

め，太平洋側には乾燥した冷たい風が吹く。（p200 の塾技 66 用語チェック 3.冬の季節風の図

を参照） 
 

オ：冬に勢力を強めるシベリア気団（シベリア高気圧）は，春や秋と異なり移動性高気圧ではない。 

 ウ 
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